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Ⅰ．はじめに
本学の小学校教員養成課程では，４週間の教育
実習期間に，大学教員による実習校への巡回指導
を複数回行っている．筆者が巡回指導を担当する
際は，実習生の授業を参観し，その後，授業のふ
り返りを兼ねて実習全般の指導を行うことが多い．
筆者は，中高外国語の教員免許状を持ち，学校現
場で教職についていた経歴があるが，大学での担
当は教職に関わる科目であり，学生に直接授業づ
くりについて指導をすることはない．担当する学
級経営や特別活動論等の科目において，学級集団
づくりの観点から授業づくりに関わる部分を時折
示唆してきた．本稿では，集団活動を行う際に筆
者が参照しているインストラクショナルデザイン
（島宗，2004）から得た示唆，及び実習生の授業
のふり返りにおいて筆者が記したコメントを実習
生による授業への指導の事例として報告する．
Ⅱ．インストラクショナルデザインからの示唆
島宗（2004）は，インストラクションを「何か
の行動を引き出すための仕掛け」と定義し，これ
を守れば教え方がうまくなるはず，という着眼点
を17の鉄則としてまとめている．そのうち，筆
者は学校現場の授業づくりや集団活動において特
に重要と考える４つを選び出し，担当する教職課
程の科目の中でこれに触れている．以下に，その
４つの鉄則をあげる．スライド（図１～４）は，
2017年度開講の特別活動論で使用した教材の一
部である1）．
【鉄則①】目標をはっきりさせる
児童にマスターしてほしい《標的行動》を明確
に示す．何かを作るのであれば，最初に完成形を
児童に見せておくのもひとつの方法である．
【鉄則②】スモールステップの原則
ある《標的行動》を児童にやってみせるとき，
教師が動作を止めてみせるところまでがひとつの
ステップである．ステップが大きすぎると，児童
がインストラクションについていけなくなる．
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要約：　本稿は，教育実習の巡回指導において，実習生による授業を指導する際の観点を明らか
にするための予備的考察である．筆者が，インストラクショナルデザインから得た示唆をふまえ
て，小学校実習の巡回指導の際に実習生に対し行った指導事例を報告する．集団活動の指導は技
術を必要とするが，小学生の児童数十人を前に何らかの活動を長時間指導した経験のある実習生
はそれほど多くない．筆者は実習生に，まず，児童が理解でき，それに従って活動できる明確な
指示（インストラクション）を出すことを指導している．授業づくりにはいくつかの側面がある．
本稿の考察をふまえ，限られた教育実習期間に，実習生が習得すべき授業づくりの技術と観点は
何かを明確にすることを今後の課題としたい．
図１　鉄則①
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【鉄則③】「見せてやらせて確認させる」
ステップごとに，「説明・見本」「練習」「確認」
のサイクルをたどりながらステップのレベルをあ
げていく．説明する際の言葉の選び方も重要であ
る（適切な比喩を入れる，「しっかり」「きちん
と」などの曖昧な表現を避ける等）．
【鉄則④】即時フィードバック
児童がステップをクリアしたら，その場でほめ
る．または，できたことを認める．できていなけ
れば，ステップをより小さく区切って，もう一度
やり直させる．できないステップをそのまま何度
もやり直しさせると，児童は失敗をくり返し，や
る気を失っていく．
Ⅲ．実習生Aの授業と授業後のふり返り
Aは本学児童教育学科３年次に在籍していた年
度の10月末より４週間，母校である地元の小学
校にて，ベテランの教諭が担任を務める３学年の
学級で教育実習を行った．筆者は，実習期間に２
回，Aの実習校を訪問し，授業を参観後，時間の
都合によりふり返りを書面に記してその日のうち
にメールでAに送った2）．
１．１回目の参観（小学３年，国語）
ａ．本時の指導案（抜粋）
単元名：「漢字の意味」
本時の目標：
同じ発音でも，意味が違う漢字があることを理
解し，適切に漢字を使うことができる．
図２-１　鉄則②
図２-２　鉄則②（補足）
図４　鉄則④
図３　鉄則③
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展開：
板書計画（部分）3）：
ｂ．授業のふり返り
クイズを取り入れた活気のある授業で，児童は
授業の終了間際まで「もう一回」とせがんで止ま
なかった．Aは，授業終了のチャイムが鳴る直前
に児童に本時の感想をたずねたが，「楽しかった」
が圧倒的に多く，「楽しかった，じゃない感想
は？」と再度たずねてようやく児童から「（漢字
だけではなく）発音も違う」という発言があっ
た．
筆者は，この授業に対するふり返りのはじめ
に，総括として次のように述べた．
・活気と学ぶ意欲のある児童が多い学級だと感じ
ました．その分，子どもたちのエネルギーをう
まくコントロールする必要があります．
さらに，ふり返りの締め括りにも，授業の目標
が曖昧であり，それに伴い子どもの学びが明確に
見えてこなかった点を指摘した．
・授業が終わったときに，今日の目標（まとめで
いちばん前の児童が発表した内容）を，８割の
児童が自分のことばで言えるように．「楽しかっ
た」だけでは，授業ではない．
総括に続き，私は，技術面でのAの課題をひ
とつ選んで記述した．本時に関しては，児童の間
違いや場の集中が保てなかった原因は，Aの不明
確な指示であることに絞った．
・児童が作業を間違えたり集中しなかったりする
のは，教師の指示が通っていないからです．自
分の指示の出し方をふり返りましょう．
×「（〔児童が〕間違えたのは）話聞かないで，先
やっちゃうからだよ」
→シートを配ったときに，何をどのように書くか
明確に指示していない．
×「静かに」
→スモールステップが組まれておらず，ずるずる
と次の作業に移行している．どの作業を終えた
らどうするのかを指示していない．
この指摘を踏まえ，筆者の２回目の参観までに
改善に努めてほしい点として，以下の２点をあげ
た．
・どの教科でも活動でも，①目標に向けて，ス
モールステップを組むこと，②必要な指示を明
確に簡潔に出すこと，を心がけてください．
①スモールステップを組む
例として，本時のシート配付からクイズ作りま
での約20分間をスモールステップに分けて示し
た．インストラクショナルデザインの鉄則（島
宗，2004）をふまえた提案である．
時間 学習活動・主な発問（○）
10分
１「人形にはなをつける．」の文をもとに，
漢字が持つ意味について考える．
①人形に花をつける．
②人形に鼻をつける．
○どんな違いがあるかな．
20分
漢字の意味に気をつけて漢字を使おう．
ワークシートを配付する．
P46，①の設問の絵から，漢字の意味の違
いがよく分かるように詳しくする言葉を
使って短文を作りワークシートに記入す
る．
○「葉」と「歯」，「火」と「日」の違いが
分かるように，それぞれの文を使って短文
をワークシート（□１）①に書きましょ
う．
ワークシートにかけた児童から隣同士で自
分の考えた短文を読みあい，どちらの漢字
が正しいかクイズを出し合う．
15分
全員の児童が記入できたら，問題を出す人
を１人，答える人を５人選び前に出てクイ
ズ大会をする．
クイズ大会の感想を言う．
①
　
はがきれいだ。
葉
　
雨に濡れて、すいてきがついて葉がきれいだ。
歯
　
毎日歯みがきをして るから歯がきれいだ。
②
　
ひに当たる
火
　
昔体験で七輪の火に当たる。
日
　
天気が良くて、温かいので日に当たる。
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・シート配布→「もらったら名前を書いてね」「名
前を書いたら，鉛筆を置いて待っていてくださ
い」
・絵を見て に漢字を一字入れましょう．→終
わったら鉛筆を置いて待つ→答え合わせ
・短文作り「このあとクイズ大会をします」「みん
なにこの漢字を使った短文を作ってもらって，
どちらの漢字かあてっこをします」「では，作
り方の説明をします」
（板書）　 ，はがきれいだ．
・「この に，葉と歯，どちらかの漢字を使う
短文を入れてください．」
・「先生が作ってみるよ．」「雨が降ったので，水滴
がついて…」「どちらの漢字かな？」
・「短文の最後は，『はがきれいだ』をつけてくだ
さい．」「作り方はわかりましたか？」
→８割程度うなずくようなら，作業に入る．（確認
のときに〔顔を〕見る児童を数名，決めておく）
→理解ができていないようなら，もう１問例題を
出す．
さらに，集団に対するインストラクションのコ
ツとして，以下を伝えた．
・できない子ができるまでステップ（作業）の時
間を延ばすと，差が広がる．
・「できた子は～」と別の作業を足していくと，次
第にまとまりと落ち着きがなくなっていく（離
席も増える）．
→別の作業に移るときには，いったん今の作業を
終わらせ，全体で指示を出してから．
・どの作業も，10分程度で８割の児童ができなけ
れば，ステップが大きすぎる．最初からステッ
プを小さく（作業を少なく）する必要がある．
②指示の出し方
まず，以下のインストラクションの原則を押さ
えた．
・必要な指示は作業の前に．途中で追加しない覚
悟で．
・児童の顔を見て，児童がついてきているか，理
解しているかを確認する．
・子どもの思考に寄り添って，必要な指示を考え
る．
さらに，インストラクションの不備が児童に引
き起こした混乱を授業記録から書き起こして記述
した．以下は，本時でシートが配付されたのちの
児童の様子である4）．
「歯って習ってない」「漢字，書けばいいの？」
――こっち（火/日）も埋めちゃって．
――静かに．設問を読むよ．（読む）意味，わか
る？
「わかんない」
（設問の短文を に写してしまった児童多数）
――話，聞かないで先にやっちゃうからだよ．
（黒板の例文を写す児童多数）
「例のやつ〔板書の例文〕，書いたらだめなんだよ」
「はがきれい，〔だけ〕でもいい？」
――短文って言ったよね．（「はがきれい」は短文
だと思うよ？〔筆者の指摘〕）
（まだ間違えている児童あり）
「さいごに（はがきれいを）つけるんだよ」
――聞いて聞いて．クイズにしたいのね．どっち
にもなるように．
――むかし体験，したよね．
――終わった人は問題出し合って．近くの人と．
（離席が出始める）立ち歩かないほうがいいな．
その上で，授業でクイズやゲームなどを行うと
きの留意点をまとめた．
・授業，クラスレクでは個人戦にしないほうがよい．
得意・めだつ児童しか参加しなくなっていく．グ
ループ（班）にしたほうが参加率が上がる．
・おねだりに応えるのは１回まで（おねだりが出
るのを想定して時間配分をしておく）．「楽し
かった，もっとやりたかった」で止めておくの
がコツ．またやろうね，で授業へのモチベー
ションが上がる．
上掲のふり返りには記載せず，Aに共有しては
いないが，この授業において筆者が児童の反応に
注目した点が２箇所あった．
１）「にんぎょうにはなをつける」
Aが授業の導入で「にんぎょうにはなをつけ
る」というひらがな文を板書したときである．指
導案に想定された「花」「鼻」という答えが児童
から出た後，「人形には名をつける」と言った児
童がいた．実習生は不意を突かれた様子で聞き返
し，教室がざわめいた．児童は「名前をつけるっ
てこと」「名前の名」と説明を重ね，それにつれ
て，意味を理解した児童がAに向かって口々に
説明し始めた．
２）本時のまとめ
Aは授業の最後にまとめとして，本時の感想を
児童にたずねた．「楽しかった」という児童が多
く，Aが「楽しかった，じゃない感想は？」と再
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度たずねると，ある児童が「（漢字だけではなく）
発音も違う」と発言した．Aがとまどう様子を見
て，児童は板書の例文を「歯が（⤵）きれい」
「葉が（⤴）きれい」と読み上げて，そのイント
ネーションが異なることをAに伝えた．周囲の
児童からも「あ～」「ほんとだ」と声があがった．
こうした実習生のシナリオにない児童の反応こ
そ，子どもの学びが教師の想定を超えて深まる機
会を孕むものであり，実習生にとっても，児童を
目の前に授業ができるときにのみ体験できる貴重
な瞬間であろう．
２．２回目5）の参観（小学３年，算数）
ａ．本時の指導案（抜粋）
単元名：「はしたの大きさの表し方を考えよう」
本時の目標：
少数第一位どうしの小数の加法の計算の仕方を
考え，説明することができる．
展開：
ｂ．授業のふり返り
指導案の密度の違いからもわかるように，１回
目の参観時に比べ，授業としての形が整い，児童
のエネルギーが学習に向かって集中していること
が見てとれた．指導教諭の甚大なるサポートあっ
てのことと思われる．発表などの学習形態を有効
に使い，一人ひとりの児童の学びを全体に共有し
ながら授業が進められた．筆者はふり返りの総括
としてこの点を評価した．
・Aさんにも，先回より，授業の流れをコント
ロールし，子どもたちを目標に運んでいこうと
する姿勢が感じられました．また，子どもたち
もAさんを慕い，授業の流れに乗っていこうと
する意欲を見せていました．
・Aさんが子どもたちひとりひとりを理解し，よ
く見ようとした分だけ，授業を通じて，参観し
ているわたしにも，ひとりひとりの子どもが見
えてきました．
授業を進める基本的な指示が大幅に改善された
ことを受け，更なる技術面の向上と児童の理解を
踏まえた授業実践に向けて，以下の３点を伝えた．
①指名の理由が説明できること
・「もうあてたから」「今日はまだ答えてないから」
もひとつの指名の理由ではありますが，子ども
の理解を深め，授業の流れの中で，子どもの視
点や到達度を理由としてその子どもを指名する
ことができるようになると，より子どもを巻き
込んだ授業が展開できるようになります．なぜ，
授業のこのタイミングで，この児童を指名した
のかを説明することができるように．
○発表を聞いてこの考え方とこの考え方は似てい
ると思ったことはありませんか．
全部の考え方が0.1の何こ分かと考えて，
５＋３＝８という計算を使っているとこが似てい
る．
５　実際に0.3Lと0.5LのジュースをひとつのLマス
に注ぎ0.8Lになるか確認する．
今日分かったことを考える．
○今日の学習で分かったことは何かな．
今日分かったことを読み，ノートに記入する．
小数のたし算は，0.1の何こ分かを考えると，整
数のたし算と同じようにできる．
６　適用問題に取り組む．（６分）
①0.3＋0.4　　③0.2＋0.2
②0.4＋0.2　　④0.5＋0.4
学習活動・主な発問（○）
１　題意をとらえ，解決の見通しをもつ．（６分）
□１の問題を読み，題意をとらえて立式する．
ジュースが大きいびんに0.5L，小さいびんに0.3L
入っています．あわせて何Lありますか．
○分かっていることは何かな．（赤線）
○求めることは何かな．（赤波線）
○どんな式になるかな．
0.5＋0.3
２　本時の課題をとらえる．（10分）
小数のたし算の仕方を説明しよう．
0.5＋0.3の計算の仕方を考える．
○0.5＋0.3の計算の仕方を考えよう．
自分の考えを図や式を使って表す．
（リットルマス）（略）
0.1Lが５こ分の0.5Lと，0.1Lが３こ分の0.3Lをあわ
せるから，５＋３＝８
0.1Lが８こ分だから0.8L　答え　0.8L
（テープ図）（略）
（0.1がいくつあるか）（略）
（dLに直す）（略）
４　共同思考で，説明したり，比較・検討したり
する．（20分）
自分の考えを発表する．
○自分の考えを図や式を使って発表しよう．
発表を聞いて似ているところをあげる．
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・導入（復習）のときには，前回ぎりぎりついて
きていた子ども，導入のときには，良い視点を
持っている，自分のことばで説明ができる子ど
も，応用問題に入る説明では，安定して理解が
進んでいる子ども，答え合わせでは，理解が遅
れがちだがなんとかついてきている子ども…
等々．
②発表の受けとめ・評価をすること
・思い切りほめてあげましょう．前回までの学習を
ふまえ，自分なりの説明をしていた子どもがたく
さんいました．机間巡視のときに，発表したとき
に，発表を聞いて「同じ」と反応したときに，
「前回の授業をよく聞いていたね」「自分のことば
でちゃんと説明できたね」最初は「よくできた
ね」でいいのでたくさんほめましょう．そのう
ち，ほめる言葉のバリエーションも増やしていき
ましょう．毎回拍手は面倒ですが，前に出てき
て発表したときは拍手でもいいと思います．
③やんちゃな子との関係づくり
・先生にかまってほしくて，反抗も含めていろん
なことをしてくる子には，授業が終わったあと，
ほんの少しでいいので接点を持ちましょう．で
きれば授業に関することで．ちゃんとノート書
いたんだね（花丸）．今日はよく手をあげてた
ね．すぐ答えないで，ともだちの発表も聞けた
ね…ほめる視点も増やしましょう．
Ⅳ．考察
Aによる授業のふり返りにおいて，筆者は児童
の以下のような様子に着目して授業の把握に努め
ている．作業・活動への集中度，挙手・挙手によ
る発話，（挙手によらない）つぶやき，ノートな
どの記述，表情など．そして，これらを通じて児
童理解が深まれば，発問・発話や指示，机間巡
視，指名，発話の受けとめ，さらには授業外の関
わりも含め，授業，指導の技術の内容やタイミン
グが変化・成長すると考えている．
筆者のふり返りでの指摘は，今のところ，イン
ストラクショナルデザイン等をふまえた技術面に
偏っている．これは，限られた実習期間に，授業
を変え，それを通じて児童が変わることを実習生
に体感してもらうために，すぐにでも変えられる
技術面の改善点を中心に実習生に伝えるべき項目
を絞り込んでいるからである．実習生Aはこう
した筆者の指摘を真摯に受けとめて授業実践に臨
み，教職に就くという志を確かにして実習を終え
た．そして卒業後の春より，小学校教諭として歩
み始めている．
Ⅴ．まとめと今後の課題
インストラクショナルデザインからの示唆をふ
まえた筆者のふり返りの観点は授業づくりの入口
にすぎず，そのほんの一部である．授業づくりの
本来の醍醐味は，実習生Aの１回目の授業で垣
間見られたような，教師の想定外の子どもたちの
反応が学びに発展していくところにあるだろう．
そこへたどり着くために，実習生や若手の教員の
授業づくりにおいて，どのような観点や技術が必
要であるか，本稿での考察の上に明らかにしてい
くことを今後の課題としたい．
注
１）教材のイラストは，以下のサイトより借用し
ている．「かわいいフリー素材集 いらすとや」
　　https://www.irasutoya.com/
２）本稿では，実習生Aの授業を参観したのち
に，そのふり返りとして筆者が記述した文章
を改変せずに記載する．
３）実習生Aが作成した板書計画を改変せずに
記載している．後述のように，板書に未習の
漢字が含まれていることは，授業時に児童に
も指摘されている．
４）記録において「――（２倍ダッシュ）」に導
かれるものを実習生Aの発話とする．〔　　〕
は筆者による補足である．
５）２回目の参観は１回目の４日後であった．
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